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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は，大学の体育授業における自己調整学習の機能を，体育授業への適応感（体育適応感）

や大学への適応感（学校適応感）に及ぼす影響から明らかにしようとしたものである。第１章では，

「体育授業における自己調整学習方略」を測定する尺度を作成した上で，体育自己効力感，自己調

整学習方略，体育適応感の関係性を検討し，自己調整学習方略の採用は，体育自己効力感によって

促進される一方で，高い体育適応感と結びついていることを明らかにした。第２章では，自己調整

学習方略，体育適応感，学校適応感の関係性を検討し，自己調整学習方略の採用は，体育適応感の

向上を介して，学校適応感を向上させていることを指摘した。これらの研究から，大学の体育授業

において自己調整学習を推進することによって，よりよい学修活動や学生生活につながる授業や学

校への適応感を向上させうることが示唆され，本論文は，体育・健康・スポーツ教育学領域に，新

たな知見をもたらす研究であるということができる。よって，本論文は博士（教育学）の学位に値

するものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


